
【
委
員
長
あ
い
さ
つ
】

進
め
ら
れ
て
い
る
学
校
統
廃

合
・
義
務
教
育
学
校
建
設
に
つ

い
て
。

和
泉
市
で
は
、
来
年
春
に
開

校
す
る
「
富
秋
学
園
」
を
含
め

る
と
３
校
の
義
務
教
育
学
校
が

建
設
さ
れ
て
い
る
。
府
下
で
は

大
阪
市
に
次
い
で
多
い
。
4
校

目
の
施
設
一
体
型
・
義
務
教
育

学
校
建
設
を
「
光
明
台
中
学
校

校
区
」
に
計
画
し
て
い
る
。

既
に
市
教
委
は
意
見
交
換
会
を

３
度
行
い
、
意
見
集
約
を
中
心

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
泉
北
教

組
も
加
わ
る
「
和
泉
市
の
子
ど

も
と
教
育
を
守
る
会
」
は
、
1

月
に
学
習
会
を
持
ち
、
義
務
教

育
学
校
に
勤
め
た
経
験
の
あ
る

現
職
教
員
を
講
師
に
招
き
、
実

態
を
聞
い
た
。
４
月
に
は
懇
談

会
を
開
催
し
、
取
り
組
み
の
方

向
を
協
議
し
て
い
る
。

高
石
市
で
は
、
情
報
公
開
で

求
め
た
文
書
が
真
っ
黒
で
、
児

童
、
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員

や
市
民
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

「
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
高
石
市

民
の
会
」
は
、
１
５
０
０
０
枚

の
「
市
民
ビ
ラ
」
を
配
り
知
ら

せ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
度
の
市
民
学
習
会
を

行
い
、「
義
務
教
育
学
校
は
、
子

ど
も
の
発
達
段
階
を
無
視
し
た

学
校
」
と
広
げ
て
い
る
。「
今
後

の
学
校
教
育
を
考
え
る
」
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
と
、「
学
校
に
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
思
う
も
の
」
で

一
番
多
か
っ
た
の
が
「
心
が
落

ち
着
く
環
境
」

だ
っ
た
。
言
い

換
え
れ
ば
、
今
の
学
校
は
息
苦

し
い
、
心
が
落
ち
着
か
な
い
、

と
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
改
善

目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

【
書
記
長
の
報
告
・
提
案
】

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
国
連
を

軽
視
し
、
国
際
秩
序
を
破
壊
す

る
行
為
を
次
々
と
行
っ
て
き
た
。

日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
無

法
な
イ
ラ
ン
攻
撃
を
一
言
も
非

難
し
て
い
な
い
。
い
ま
、「
戦
争
」

か
「
平
和
」
か
、
「
武
力
」
か

「
対
話
」
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。

戦
争
や
憲
法
改
悪
へ
の
危
機
感

か
ら
憲
法
守
れ
、
戦
争
や
め
ろ

の
声
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
た
ち
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が

戦
争
に
行
く
よ
う
な
未
来
に
な

ら
な
い
で
ほ
し
い
」
憲
法
を
守

り
、
平
和
と
民
主
主
義
を
貫
く

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
力

を
あ
わ
せ
運
動
を
大
き
く
ひ
ろ

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

「
都
構
想
」
に
固
執
す
る
吉
村

知
事
に
対
し
て
、
市
民
の
く
ら

し
を
壊
す
「
都
構
想

NO
」
の
声

を
大
阪
市
民
だ
け
で
な
く
、
府

下
全
域
で
強
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２
７

年
４
月
に
大
阪
府
知
事
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
「
希
望
あ
る
大
阪
」

の
実
現
に
む
け
、
共
同
を
広
げ

運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
。

子
ど
も
た
ち
は
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。「
え
が
お
署
名
」
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

「
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
集

め
て
い
る
。
現
場
の
教
職
員
の

生
の
声
を
教
育
委
員
会
に
届
け
、

交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

今
年
度
の
「
教
育
の
つ
ど
い

大
阪
２
０
２
６
」
は
泉
北
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
さ
れ
る
。
全
体
会
の

講
師
は
、
中
学
校
で
平
和
講
演

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
川
口
真
由

美
さ
ん
と
愛
知
県
立
大
学
教
授

で
教
職
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
に

戦
争
や
憲
法
の
認
識
を
聞
き
な

が
ら
講
義
し
て
い
る
久
保
田
貢

さ
ん
。
積
極
的
な
参
加
と
分
科

会
へ
の
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
。

子
ど
も
と
教
育
、
平
和
と
民

主
主
義
を
守
り
、
教
職
員
の
権

利
・
労
働
条
件
の
改
善
、
社
会

の
民
主
主
義
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
、
教
職
員
組
合
運
動
の

前
進
と
組
織
の
強
化
・
拡
大
が

不
可
欠
。
組
合
拡
大
に
取
り
組

も
う
。

【
大
会
参
加
者
の
声
】

□
病
休
を
取
っ
た
人
が
い
る
。

残
っ
た
人
で
バ
タ
バ
タ
し
て
い

る
。
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
仕
事
を

し
て
い
る
。

□
職
員
ト
イ
レ
を
改
修
し
て
ほ

し
い
。
特
に
男
性
は
大
が
和
式

の
１
つ
し
か
な
い
。

□
部
活
動
手
当
の
増
額
は
あ
り

が
た
い
。

□
職
員
ト
イ
レ
が
劣
悪
だ
が
、

洋
式
を
増
や
す
工
事
を
し
て
い

る
。

□
高
石
市
独
自
の
「
校
内
適
応

指
導
教
室
」

担
当
者
は
、
週

16
時
間
・
水
曜
日
休
み
・
午
前

中
だ
け
の
勤
務
。
５
・
６
限
目
、

児
童
の
居
場
所
が
な
い
。
担
当

者
が
休
み
の
水
曜
日
、
児
童
の

教
育
権
を
保
証
し
て
ほ
し
い
。

担
当
者
の
時
間
を
延
長
し
た
勤

務
や
担
当
の
複
数
配
置
を
市
教

委
に
要
求
し
た
い
。
学
校
任
せ

の
運
営
で
は
困
る
。
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６
月
18
日
（
木
）
泉
北
教
組
定
期
大
会
が
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
２
０
２
５
年
度
の
経
過
と
総
括
及
び
２
０
２
６
年

度
運
動
方
針
、
２
０
２
５
年
度
会
計
決
算
報
告
及
び
２
０
２
６
年

度
予
算
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
・
決
定
し
ま
し
た
。
多
忙
な
中
、

大
会
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月々600円で、退職時全額返金の

総合共済へ
うれしい給付がいっぱい
結婚 １万円 出産 ５千円
結婚記念日 ２万円 など


